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千
九
百
九
十
五
年
の
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
の
総
会

が
採
択
し
た
責
任
あ
る
漁
業
に
関
す
る
行
動
規
範
（
同
行

動
規
範
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
千
九
百
九
十
三
年
の
保

存
及
び
管
理
の
た
め
の
国
際
的
な
措
置
の
公
海
上
の
漁
船

に
よ
る
遵
守
を
促
進
す
る
た
め
の
協
定
及
び
同
行
動
規
範

の
枠
組
み
の
中
で
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
が
採
択
し
た

国
際
的
な
行
動
計
画
を
含
む
。）の
原
則
及
び
基
準
を
実
施

す
る
必
要
性
を
強
調
し
、

第
五
十
回
国
際
連
合
総
会
が
、
そ
の
決
議
第
二
十
四
号

（
第
五
十
回
会
期
）
に
基
づ
き
、
分
布
範
囲
が
排
他
的
経

済
水
域
の
内
外
に
存
在
す
る
魚
類
資
源
（
ス
ト
ラ
ド
リ
ン

グ
魚
類
資
源
）
及
び
高
度
回
遊
性
魚
類
資
源
の
保
存
及
び

管
理
に
関
す
る
千
九
百
八
十
二
年
十
二
月
十
日
の
海
洋
法

に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
の
規
定
の
実
施
の
た
め
の
協
定

を
採
択
し
た
こ
と
に
留
意
し
、

締
約
国
の
国
民
の
食
糧
、
雇
用
及
び
経
済
的
利
益
の
源

と
し
て
高
度
回
遊
性
魚
類
資
源
の
漁
獲
を
行
う
こ
と
の
重

要
性
を
考
慮
し
、
並
び
に
保
存
管
理
措
置
が
そ
の
よ
う
な

必
要
性
に
対
処
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
、

当
該
措
置
の
経
済
的
及
び
社
会
的
な
影
響
を
考
慮
す
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
認
め
、

こ
の
条
約
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
地
域
の
開
発
途

上
国
、特
に
沿
岸
国
の
特
別
な
事
情
及
び
必
要
を
考
慮
し
、

全
米
熱
帯
ま
ぐ
ろ
類
委
員
会
の
特
記
す
べ
き
努
力
及
び

顕
著
な
成
果
並
び
に
東
太
平
洋
に
お
け
る
ま
ぐ
ろ
漁
業
に

関
す
る
そ
の
活
動
の
重
要
性
を
認
識
し
、

千
九
百
四
十
九
年
の
全
米
熱
帯
ま
ぐ
ろ
類
委
員
会
の
設

置
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
コ
ス
タ
・
リ
カ
共
和
国

と
の
間
の
条
約
の
実
施
に
よ
り
得
ら
れ
た
経
験
か
ら
利
益

を
得
る
こ
と
を
希
望
し
、

海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
持
続
可
能
な
利
用
と
い
う

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
多
数
国
間
の
協
力
が
最
も
効
果

的
な
手
段
と
な
る
こ
と
を
再
確
認
し
、

こ
の
条
約
の
対
象
と
な
る
魚
類
資
源
の
長
期
的
な
保
存

及
び
持
続
可
能
な
利
用
を
確
保
す
る
こ
と
を
約
束
し
、

千
九
百
四
十
九
年
の
全
米
熱
帯
ま
ぐ
ろ
類
委
員
会
の
設

置
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
コ
ス
タ
・
リ
カ
共
和
国

と
の
間
の
条
約
を
最
新
の
も
の
と
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

前
記
の
目
的
及
び
全
米
熱
帯
ま
ぐ
ろ
類
委
員
会
の
強
化
を

最
も
よ
く
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
信
し
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
部

一
般
規
定

第
一
条

定
義

こ
の
条
約
の
適
用
上
、

１

「
こ
の
条
約
の
対
象
と
な
る
魚
類
資
源
」
と
は
、
こ

の
条
約
の
適
用
水
域
に
お
い
て
ま
ぐ
ろ
類
の
漁
獲
を
行

う
船
舶
に
よ
っ
て
採
捕
さ
れ
る
ま
ぐ
ろ
類
資
源
及
び
他

の
魚
種
を
い
う
。

２

「
漁
獲
」
と
は
、
次
の
こ
と
を
い
う
。

æ

こ
の
条
約
の
対
象
と
な
る
魚
類
資
源
を
実
際
に
探

索
し
、
若
し
く
は
採
捕
す
る
こ
と
又
は
探
索
し
よ
う

と
し
、
若
し
く
は
採
捕
し
よ
う
と
す
る
こ
と
。

ç

æ
に
規
定
す
る
魚
類
資
源
を
探
知
し
、
又
は
採
捕

す
る
結
果
に
な
る
と
合
理
的
に
予
想
し
得
る
活
動
に

従
事
す
る
こ
と
。

è

集
魚
装
置
又
は
関
連
設
備
（
無
線
標
識
を
含
む
。）

を
設
置
し
、
探
索
し
、
又
は
回
収
す
る
こ
と
。

é

æ
か
ら
è
ま
で
に
規
定
す
る
活
動
を
支
援
し
、
又

は
準
備
す
る
た
め
に
海
上
に
お
い
て
作
業
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
乗
組
員
の
健
康
及
び
安
全
又
は
船
舶

の
安
全
に
関
す
る
緊
急
事
態
に
お
け
る
作
業
を
除

く
。

ê

こ
の
２
に
規
定
す
る
活
動
に
関
連
す
る
他
の
輸
送

手
段
（
航
空
用
で
あ
る
か
海
上
用
で
あ
る
か
を
問
わ

な
い
。）を
使
用
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
乗
組
員
の
健

康
及
び
安
全
又
は
船
舶
の
安
全
に
関
す
る
緊
急
事
態

に
お
け
る
活
動
を
除
く
。

３

「
船
舶
」
と
は
、
漁
獲
の
た
め
に
使
用
さ
れ
、
又
は

使
用
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
船
舶
（
支
援
船
、
運

搬
船
そ
の
他
の
漁
獲
の
た
め
の
操
業
に
直
接
関
与
す
る

船
舶
を
含
む
。）を
い
う
。

４

「
旗
国
」
と
は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く

ほ
か
、
次
の
い
ず
れ
か
の
も
の
を
い
う
。

æ

船
舶
に
対
し
て
自
国
の
旗
を
掲
げ
る
権
利
を
与
え

る
国

ç

地
域
的
な
経
済
統
合
の
た
め
の
機
関
で
あ
っ
て
、

船
舶
に
対
し
て
自
国
の
旗
を
掲
げ
る
権
利
を
与
え
る

国
が
構
成
す
る
も
の

５

「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
と
は
、
投
票
す
る
こ
と
な
く
、

か
つ
、
異
議
が
申
し
立
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
決
定
を

採
択
す
る
こ
と
を
い
う
。

６

「
締
約
国
」
と
は
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
九
条
及

び
第
三
十
条
の
規
定
に
従
い
、
こ
の
条
約
に
拘
束
さ
れ

る
こ
と
に
同
意
し
、
か
つ
、
自
己
に
つ
い
て
こ
の
条
約

の
効
力
が
生
じ
て
い
る
国
及
び
地
域
的
な
経
済
統
合
の

た
め
の
機
関
を
い
う
。

７

「
委
員
会
の
構
成
国
」
と
は
、
締
約
国
並
び
に
第
二

十
八
条
の
規
定
に
従
っ
て
こ
の
条
約
及
び
こ
の
条
約
に

基
づ
い
て
採
択
さ
れ
る
保
存
管
理
措
置
を
遵
守
す
る
こ

と
に
つ
い
て
の
正
式
な
約
束
を
表
明
し
た
漁
業
主
体
を

い
う
。

８

「
地
域
的
な
経
済
統
合
の
た
め
の
機
関
」
と
は
、
当

該
機
関
の
構
成
国
か
ら
こ
の
条
約
の
対
象
と
な
る
事
項

に
関
す
る
権
限
（
当
該
事
項
に
関
し
当
該
機
関
の
構
成

国
を
拘
束
す
る
決
定
を
行
う
権
限
を
含
む
。）の
委
譲
を

受
け
た
地
域
的
な
経
済
統
合
の
た
め
の
機
関
を
い
う
。

９

「
千
九
百
四
十
九
年
の
条
約
」
と
は
、
全
米
熱
帯
ま

ぐ
ろ
類
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と

コ
ス
タ
・
リ
カ
共
和
国
と
の
間
の
条
約
を
い
う
。

10

「
委
員
会
」
と
は
、
全
米
熱
帯
ま
ぐ
ろ
類
委
員
会
を

い
う
。

11

「
国
連
海
洋
法
条
約
」
と
は
、
千
九
百
八
十
二
年
十

二
月
十
日
の
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
を
い

う
。

12

「
千
九
百
九
十
五
年
の
国
連
公
海
漁
業
協
定
」と
は
、

千
九
百
九
十
五
年
の
分
布
範
囲
が
排
他
的
経
済
水
域
の

内
外
に
存
在
す
る
魚
類
資
源
（
ス
ト
ラ
ド
リ
ン
グ
魚
類

資
源
）
及
び
高
度
回
遊
性
魚
類
資
源
の
保
存
及
び
管
理

に
関
す
る
千
九
百
八
十
二
年
十
二
月
十
日
の
海
洋
法
に

関
す
る
国
際
連
合
条
約
の
規
定
の
実
施
の
た
め
の
協
定

を
い
う
。

13

「
行
動
規
範
」
と
は
、
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
の

総
会
が
千
九
百
九
十
五
年
十
月
に
そ
の
第
二
十
八
回
会

期
に
お
い
て
採
択
し
た
責
任
あ
る
漁
業
に
関
す
る
行
動

規
範
を
い
う
。

14

「
国
際
い
る
か
保
存
計
画
協
定
」
と
は
、
千
九
百
九

十
八
年
五
月
二
十
一
日
の
国
際
的
な
い
る
か
の
保
存
計

画
に
関
す
る
協
定
を
い
う
。

第
二
条

目
的

こ
の
条
約
は
、
国
際
法
の
関
連
規
則
に
従
い
、
こ
の
条

約
の
対
象
と
な
る
魚
類
資
源
の
長
期
的
な
保
存
及
び
持
続

可
能
な
利
用
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条

条
約
の
適
用
水
域

こ
の
条
約
の
適
用
水
域
（
以
下「
条
約
水
域
」と
い
う
。）

は
、
北
ア
メ
リ
カ
、
中
央
ア
メ
リ
カ
及
び
南
ア
メ
リ
カ
の

海
岸
線
と
次
の
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
太
平
洋
の
水
域
か
ら

成
る
。Þ

北
緯
五
十
度
の
緯
度
線
（
北
ア
メ
リ
カ
の
海
岸

線
と
の
交
点
か
ら
西
経
百
五
十
度
の
子
午
線
と
の

交
点
ま
で
）

ß

西
経
百
五
十
度
の
子
午
線
（
北
緯
五
十
度
の
緯

度
線
と
の
交
点
か
ら
南
緯
五
十
度
の
緯
度
線
と
の

交
点
ま
で
）

à

南
緯
五
十
度
の
緯
度
線
（
西
経
百
五
十
度
の
子

午
線
と
の
交
点
か
ら
南
ア
メ
リ
カ
の
海
岸
線
と
の

交
点
ま
で
）

第
二
部

条
約
の
対
象
と
な
る
魚
類
資
源
の
保
存

及
び
利
用

第
四
条

予
防
的
な
取
組
方
法
の
適
用

１

委
員
会
の
構
成
国
は
、
こ
の
条
約
の
対
象
と
な
る
魚

類
資
源
の
保
存
、管
理
及
び
持
続
可
能
な
利
用
の
た
め
、

行
動
規
範
又
は
千
九
百
九
十
五
年
の
国
連
公
海
漁
業
協

定
の
関
連
規
定
に
規
定
す
る
予
防
的
な
取
組
方
法
を
直

接
に
又
は
委
員
会
を
通
じ
て
適
用
す
る
。

千
九
百
四
十
九
年
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
コ
ス
タ
リ
カ

共
和
国
と
の
間
の
条
約
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
全
米
熱
帯

ま
ぐ
ろ
類
委
員
会
の
強
化
の
た
め
の
条
約
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
一
年
九
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

条
約
第
十
号

千
九
百
四
十
九
年
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
コ
ス
タ

リ
カ
共
和
国
と
の
間
の
条
約
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ

た
全
米
熱
帯
ま
ぐ
ろ
類
委
員
会
の
強
化
の
た
め
の

条
約
（
ア
ン
テ
ィ
グ
ア
条
約
）

こ
の
条
約
の
締
約
国
は
、

千
九
百
八
十
二
年
の
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約

に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
国
際
法
の
関
連
規
定
に

従
っ
て
、
す
べ
て
の
国
が
高
度
回
遊
性
の
種
を
含
む
海
洋

生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と

る
義
務
並
び
に
当
該
措
置
を
と
る
に
当
た
っ
て
他
の
国
と

協
力
す
る
義
務
を
有
す
る
こ
と
を
認
識
し
、

自
国
の
管
轄
の
下
に
あ
る
水
域
に
お
い
て
海
洋
生
物
資

源
を
探
査
し
、
及
び
開
発
し
、
保
存
し
、
並
び
に
管
理
す

る
た
め
の
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
で
あ
っ
て
海
洋
法
に
関

す
る
国
際
連
合
条
約
に
規
定
す
る
も
の
並
び
に
同
条
約
に

従
っ
て
公
海
に
お
い
て
自
国
民
が
漁
獲
に
従
事
す
る
す
べ

て
の
国
の
権
利
を
想
起
し
、

千
九
百
九
十
二
年
の
国
際
連
合
環
境
開
発
会
議
が
採
択

し
た
環
境
及
び
開
発
に
関
す
る
リ
オ
宣
言
及
び
ア
ジ
ェ
ン

ダ
二
十
一
、
特
に
そ
の
第
十
七
章
並
び
に
二
千
二
年
の
持

続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
世
界
首
脳
会
議
が
採
択
し
た
ヨ

ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
宣
言
及
び
実
施
計
画
に
係
る
約
束
を
再
確

認
し
、
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